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資 料

鹿児島県におけるイノシシの筋肉サンプルから検出された肺吸虫の幼虫
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１ はじめに

鹿児島県は，2013年3月に「イノシシ・シカ肉衛生管

理ガイドライン」1)を発行した。野生獣肉は牛肉や豚肉

と違い「と畜場法」の対象外となるため，県独自の指針

を初めて策定した。

ヒトと動物に共通する感染症を「人獣共通感染症」と

いい，特に動物からヒトに病原体が感染する感染症を「動

物由来感染症」という。動物由来感染症には，E型肝炎

ウイルス，肺吸虫，野兎病菌，腸管出血性大腸菌，カン

ピロバクター等を原因とする食中毒及び感染症がある1)。

肺吸虫症は，図1に示すようにカワニナやモクズガニ

を中間宿主とし，ヒトへの感染経路としてはモクズガニ

やイノシシに寄生するメタセルカリアの経口摂取するこ

とにより発症する。最終寄生部位は肺である2)。

鹿児島県の肺吸虫症患者は，1963年に尾辻3)の報告が

あるが，その後の患者については明らかにされていない。

九州では，宮崎県で1988年から2000年までに23例の患

者報告4)があり，2004年には佐賀県で食中毒事例5)があっ

た。これらは，イノシシ肉やモクズガニ，サワガニを食

した事例とされている。

これらのことから，国立感染症研究所寄生動物部より，

鹿児島県のイノシシ肉等の肺吸虫について調査依頼があ

り，共同研究を行ったので報告する。

２ 調査方法

２．１ イノシシ肉採取方法

鹿児島県内の狩猟により捕獲された野生イノシシを食

用に処理して販売を行う施設で，肺吸虫の寄生部位と考

えられているイノシシ肉の筋肉部を解体時に採取し，直

接，冷蔵で国立感染症研究所寄生動物部へ送付した。

図1 肺吸虫の生活史

２．２ 検査方法

鹿児島県内の野生鳥獣解体施設から搬入された検体を

国立感染症研究所寄生動物部において肺吸虫の幼若虫の

検出を行った。虫体が検出された場合は，すべて遺伝子

解析を実施して虫種を同定をした6)。

３ 調査期間

2013年10月～2014年3月

４ 結果及び考察

結果と考察については，杉山らが報告した内容7)を記す。

検査材料は，7検体で各検体の重量（体幹部筋肉）は平

均256g（140～340g）であった（表1）。

検査の結果は3検体が陽性で，陽性イノシシ1頭当たり

平均4.3隻（1～8隻）の肺吸虫の幼若虫が検出された。

虫体はいずれも体長が1～2mmで，検出時には生理食塩

液中で伸縮しながら活発に運動した。また虫体はすべて

ウェステルマン肺吸虫（人体寄生種）の3倍体型と同定

された（図2）。
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表1 鹿児島県産イノシシからの肺吸虫幼若虫の検出結果

イノシシ 検査肉 検出虫 同定 結果

番号 検体採集月 性別 体重 重量(g) 件数 (型)

１ Oct.2013 NR＊1 NR 285 0

２ Oct.2013 NR NR 222 0

３ Dec.2013 female 65 140 0

４ Feb.2014 male 39 340 0

５ Feb.2014 male 44 270 1 Pw(3n)＊2

６ Feb.2014 male 35 215 8 Pw(3n)

７ Feb.2014 male 59 320 4 Pw(3n)

＊1 NR：記録無し

＊2 ウエステルマン肺吸虫（3倍体型）

（ウエステルマン肺吸虫の

2倍体型と3倍体型について）

3倍体型は1虫だけでも肺に虫嚢を作り，

成熟して排卵することができるが，2倍体型

は2虫が遭遇した時にのみ虫嚢を作る。

（目盛りは，0.2mm）

図2 ウエステルマン肺吸虫（3倍体型）

従来，ウェステルマン肺吸虫の幼若虫は宮崎県産イノ

シシの筋肉から検出されていたが4)，8)，本研究の結果，

鹿児島県のイノシシにも寄生していることが分かった。

しかも寄生数が多かった1検体では，215gの肉に8隻の寄

生を認め（計算上では約27gに1隻が寄生），極めて濃厚

な汚染と考えられた。このようなイノシシは待機宿主と

して，第2中間宿主の淡水産カニ（サワガニおよびモク

ズガニ）と同様に，ウェステルマン肺吸虫の人への感染

源の役割を果たし，発咳や喀痰などの呼吸器症状を特徴

とするウェステルマン肺吸虫症を引き起こす。今回の研

究において，イノシシ肉を検査用に提供された施設では，

通常は出荷前に肉を-27℃で24時間以上冷凍している。

我々の従前の研究により，中間宿主のサワガニに寄生

するウェステルマン肺吸虫の幼虫（メタセルカリア）は，

カニの冷凍処理（-18℃，2時間）で哺乳動物への感染性

を消失することが証明されている9)。

イノシシの筋肉に寄生するウェステルマン肺吸虫の幼

若虫も，冷凍により感染性を消失すると考えられること

から，ウェステルマン肺吸虫という病原体が人への感染

性を保持したままで，イノシシ肉を介し全国に拡散する

おそれはないと考えられた。これをさらに確実とするに

は，イノシシ肉の肺吸虫汚染という危険性と感染予防に

果たす冷凍処理の有効性について，行政がイノシシ肉の

取り扱い施設に対し啓発を行う必要がある。また，野生

イノシシの捕獲を担う猟友会に対しては，イノシシ肉の

生食は厳禁と周知徹底することが重要となる。

５ まとめ

「イノシシ・シカ肉衛生管理ガイドライン」では，野

生鳥獣を地域の有用な資源として活用するにあたり，衛

生的に処理し，安全かつ良質な食肉として流通させるこ

とを目的に策定されている。

今回の研究により，鹿児島県のイノシシ肉から3倍体

型のウエステルマン肺吸虫が確認された。鹿児島県内産

のイノシシ肉からも感染の恐れがあることが分かった。

今回の施設の流通過程ではイノシシ肉は冷凍されること

から，感染性は消失されると考えられる。

今後は，イノシシ肉の冷凍の徹底と生食の厳禁など感

染予防に対する正しい知識の啓発を行い，野生獣肉の徹

底した衛生管理指導を行っていく必要がある。
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